
行
政
研
究

64
調査季報70―81. 6

地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
の
現
状
と
課
題

は
じ
め
に

　
本
市
の
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
は
、
こ
こ
一
、

二
年
急
速
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
五
月
の

ほ
ど
が
や
地
区
セ
ン
タ
ー
開
館
に
よ
っ
て
一
四

館
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
新
五
か
年
指
標

’
7
7
～
’
8
1
」
の
目
標
で
あ
っ
た
一
区
一
館
が
ほ
ぼ

実
現
さ
れ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
地
区
セ

ン
タ
ー
の
建
築
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
最
初
に
設
置
さ
れ
た
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
四
十
八
年
に
あ
い
つ
い
で
開
館
し
た
希
望
が

丘
、
本
郷
の
二
館
で
あ
る
。
当
時
の
関
係
者
の

話
に
よ
る
と
、
創
設
期
に
お
い
て
地
区
セ
ン
タ

ー
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

①
利
用
圏
を
半
径
ニ
キ
ロ
、
人
口
五
万
人
と
比

　
較
的
狭
く
想
定
し
て
い
た
。

②
施
設
自
体
が
比
較
的
小
規
模
。

③
地
元
住
民
の
自
主
運
営
体
制
（
運
営
委
員
会
）

　
に
委
託
し
、
社
会
教
育
主
事
な
ど
専
門
職
を

　
置
か
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
背
景
に
は
、
「
比
較
的

小
地
域
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
地
域
に
お
け
る

住
民
の
活
動
と
交
流
の
拠
点
と
な
る
」
「
管
理

　
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
圏
に
は
差
異
が

　
生
じ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

る
。
土
地
取
得
の
困
難
、
土
地
の
高
度
利
用
の

必
要
、
住
民
の
要
求
の
高
度
化
等
々
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
変
化
に
伴
な
っ
て
、
地
区
セ
ン

タ
ー
の
理
念
自
体
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
行
政
問
題
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
私
た

ち
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
昨
夏
地

区
セ
ン
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る

か
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、
こ
の

ほ
ど
報
告
書
を
出
し
た
。
小
論
は
そ
の
抜
す
い

で
あ
る
。

調
査
の
概
要

運
営
に
住
民
自
ら
あ
た
り
、
住
民
自
治
の
実
践

の
場
と
な
る
」
と
い
う
理
念
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
他
都

市
に
お
け
る
類
似
施
設
で
あ
る
公
民
館
、
市
民

会
館
な
ど
と
比
較
し
て
の
独
自
性
を
期
待
さ
れ

て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
八
年
を
経
過
し
て
ふ

り
か
え
っ
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
次

第
に
薄
ら
い
で
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ

れ
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

①
利
用
圏
が
比
較
的
狭
く
想
定
さ
れ
て
い
た
に

　
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
一
区
一
館
の

　
配
置
に
な
っ
て
い
る
。

②
こ
れ
に
対
応
し
て
施
設
規
模
は
体
育
館
を
付

　
設
す
る
な
ど
大
型
化
。
さ
ら
に
図
書
館
、
老

　
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公
会
堂
と
複
合
化
さ
れ

　
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
た
。

③
複
合
化
に
伴
な
い
市
職
員
配
置
の
直
営
体
制

　
の
増
加
。

④
立
地
条
件
が
多
様
化
し
た
。
大
ま
か
に
分
類

　
す
る
と
、
区
の
主
要
駅
付
近
の
セ
ン
タ
ー
、

　
そ
の
他
の
駅
付
近
の
セ
ン
タ
ー
、
駅
か
ら
遠

　
く
バ
ス
交
通
に
頼
る
セ
ン
タ
ー
の
三
通
り
が

　
調
査
に
あ
た
っ
て
私
た
ち
は
、
本
郷
、
戸
塚

両
地
区
セ
ン
タ
ー
を
ケ
ー
ス
と
し
て
選
択
し
、

そ
れ
ぞ
れ
平
日
・
休
日
各
一
日
、
セ
ン
タ
ー
利

用
者
か
ら
対
象
者
を
選
ん
で
、
面
接
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
両
地
区
セ
ン
タ
ー
を
ケ

ー
ス
と
し
た
の
は
、
立
地
、
運
営
形
態
な
ど
の

両地区センターの比較表－１

都
市
問
題
を
考
え
る
会

都
市
問
題
研
究
会

戸
塚
・
本
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
者
調
査
か
ら

一

二



条
件
が
対
照
的
な
た
め
で
あ
る
（
表
―
1
）
。

●
調
査
期
日
：
本
郷
＝
昭
和
五
十
五
年
七
月
六

　
日
（
日
）
、
八
日
（
火
）
。
戸
塚
＝
六
月
二
十
四

　
日
（
火
）
、
二
十
九
日
（
日
）
。

●
調
査
対
象
：
調
査
期
日
に
お
け
る
両
館
利
用

　
者
（
小
・
中
学
生
を
除
く
）
か
ら
無
作
為
抽

　
出
。

●
回
収
サ
ン
プ
ル
数
：
本
郷
平
日
三
七
、
休
日

　
四
九
。
戸
塚
平
日
一
〇
九
、
休
日
六
八
。

図一１　利用者の性別年齢別構成

　
本
調
査
は
期
日
を
限
定
し
て
の
調
査
で
あ
る

た
め
に
当
日
の
利
用
者
の
特
性
に
よ
る
偏
り
が

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
調

査
結
果
は
両
地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
者
全
体
の
特

徴
を
偏
り
な
く
示
す
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
将
来
を
議
論
す
る
う
え
で
の
大
き
な
て

が
か
り
に
な
ろ
う
。

調
査
の
結
果

①
―
利
用
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
性
別
年
齢
別
構
成
（
図
―
１
）

図一３　利用者の居住地分布（本郷・戸塚とも平日）

　
利
用
者
は
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
わ
た
っ
て
い
る

が
、
い
く
ぶ
ん
三
十
代
・
四
十
代
女
性
が
全
休

を
通
じ
て
多
く
、
五
十
代
以
上
の
男
女
・
二
十

代
男
女
が
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
本

郷
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
十
代
男
性
（
ほ
と
ん
ど

高
校
生
）
の
利
用
が
多
い
こ
と
や
、
両
地
区
セ

ン
タ
ー
と
も
平
日
休
日
で
利
用
者
の
男
女
別
構

成
比
が
逆
に
な
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
両
地
区
セ
ン
タ
ー
の
五
十
四
年
度
年

間
利
用
状
況
に
よ
る
と
（
図
―
２
）
、
三
分
の

一
が
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
、
三
分
の
一
が
婦

人
痩
（
三
十
～
六
十
四
歳
）
、
と
い
う
全
日
制

市
民
が
利
用
者
の
多
数
を
占
め
て
い
る
。
残
り

の
三
分
の
一
が
一
般
男
性
・
勤
労
青
少
年
と
い

う
定
時
制
市
民
を
含
む
階
層
で
あ
る
が
、
彼
ら

の
利
用
可
能
な
時
間
は
夜
間
や
休
日
に
限
ら
れ

る
か
ら
、
ま
ず
ま
ず
多
様
な
階
層
に
利
用
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
他
の
属
性
　
（
ア
)
居
住
歴
十
年
未
満
の
人

が
多
く
、
五
〇
～
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
こ

れ
は
戸
塚
区
の
居
住
者
全
体
の
特
徴
を
反
映
し

て
い
る
。
(
イ
）
定
住
意
志
の
強
い
人
が
約
七
〇

％
、
ま
た
持
家
率
も
六
〇
～
七
〇
％
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
市
平
均
よ
り
も
や
や
高
い

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
（
ウ
)
余
暇
時
間
は
、
一
日
平

均
三
時
間
以
上
の
人
が
六
〇
～
七
〇
％
を
占
め

る
が
、
休
日
利
用
者
に
は
一
時
間
未
満
の
人
が

や
や
多
い
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
横
浜
市
都
市

科
学
研
究
室
に
よ
る
全
市
調
査
な
ど
か
ら
み
ら

れ
る
平
均
的
市
民
像
と
大
差
が
な
い
。

②
―
利
用
圏

　
居
住
地
の
分
布
（
図
―
３
）
戸
塚
地
区
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
戸
塚
Ｃ
」
と
略
す
）
で
は
周
辺

地
区
が
多
い
う
え
、
本
郷
地
区
を
除
い
た
戸
塚

区
全
域
に
分
散
し
、
さ
ら
に
区
外
市
外
か
ら
も

来
館
者
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
郷
地
区
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「
本
郷
Ｃ
」
）
で
は
、
ほ
と
ん

ど
周
辺
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
戸
塚
Ｃ
の
利
用
圏

は
、
周
辺
地
区
と
戸
塚
区
全
域
と
い
う
二
重
性

を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
利
用
圏
の
差
異
は
、
立
地
条
件
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
戸
塚
Ｃ
の
最
寄
り
駅
で
あ

調査季報70―81. 665
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図― 4　月平均利用回数

図一５　併設施設との関係（戸塚地区センター）

車
が
多
い
。

　
家
か
ら
の
所
要
時
間
　
戸
塚
Ｃ
で
は
七
〇
～

八
○
％
、
本
郷
Ｃ
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人

が
三
〇
分
以
内
で
来
館
し
て
い
る
。

③
―
利
用
形
態

　
月
平
均
利
用
回
数
（
図
―
４
）
　
一
～
四
回
が

最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
両
地
区
セ
ン
タ
ー
の
各

室
の
利
用
率
が
夜
間
を
除
い
て
高
い
こ
と
と
、

現
在
一
グ
ル
ー
プ
の
会
議
室
等
を
確
保
で
き
る

回
数
が
月
に
一
～
四
回
で
あ
る
こ
と
が
対
応
し

表2　地区センターの利用目的

表－３　地区センター登録団体数

利
用
し
や
す
い
こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
利
用
時
間
帯
　
昼
の
利
用
が
多
く
、
夜
間
は

や
や
少
な
い
傾
向
が
あ
る
。
特
に
本
郷
Ｃ
は
そ

う
で
あ
る
。
利
用
の
中
心
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
利

用
が
主
婦
層
に
多
く
勤
労
者
層
に
少
な
い
こ
と

が
そ
の
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
利
用
の
き
っ
か
け
　
地
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
尋
ね
た
質
問

に
対
す
る
答
の
選
択
肢
と
し
て
は
、
「
グ
ル
ー
プ

活
動
の
場
所
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
」
と
「
地

区
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
た
講
座
等
へ
参
加
し
た

66調査季報70―81. 6

る
戸
塚
駅
は
、
バ
ス
路
線
が
集
中
す
る
交
通
の

結
節
点
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
大
き
な
商
店
街

の
中
に
セ
ン
タ
ー
が
立
地
し
て
い
る
た
め
、
広

い
範
囲
か
ら
利
用
者
が
集
ま
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
郷
Ｃ
の
最
寄
り
駅
で

あ
る
本
郷
台
駅
は
、
後
背
地
が
限
定
さ
れ
た
比

較
的
小
規
模
な
駅
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
利
用
圏

が
比
較
的
限
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
交
通
手
段
　
戸
塚
Ｃ

の
利
用
者
の
過
半
数
が
バ
ス
・
電
車
等
で
あ
る

の
に
対
し
、
本
郷
Ｃ
の
利
用
者
は
徒
歩
・
自
転

て
い
る
。
ま
た
今
ま
で
の
利
用
回
数
に
つ
い
て

み
る
と
、
一
〇
回
以
上
利
用
し
て
い
る
よ
う
な

常
連
が
い
る
一
方
、
初
め
て
来
た
人
も
少
な
か

ら
ず
い
た
。

　
利
用
室
　
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
会
議

室
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
本
郷
Ｃ
で

図
書
室
、
戸
塚
Ｃ
で
ロ
ビ
ー
も

よ
く
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
図
書
室

が
勉
強
室
と
し
て
の
利
用
に
適
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
戸
塚
Ｃ
の
ロ
ピ
ー
が
入
口
に
近
く
開

放
的
で
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
て
気
軽
に



こ
と
」
の
二
つ
し
か
用
意
し
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
前
者
三
〇
～
五
〇
％
、
後
者
一
〇
～
二

〇
で
と
も
に
多
数
に
至
ら
ず
、
そ
の
他
と
し
て

図
書
館
や
図
書
室
利
用
を
き
っ
か
け
と
す
る
人

が
相
当
数
い
た
こ
と
は
予
想
外
で
あ
っ
た
。

　
図
書
館
等
と
の
併
設
（
図
―
５
）
　
戸
塚
Ｃ

の
利
用
者
に
、
図
書
館
と
併
せ
て
利
用
す
る
人

が
平
日
（
二
五
％
）
・
休
日
（
六
〇
％
）
と
も
多

か
っ
た
。
公
会
堂
と
の
人
は
両
日
と
も
五
％
未

満
で
少
い
。
図
書
館
と
の
併
設
は
、
利
用
の
き

っ
か
け
と
な
る
と
と
も
に
利
用
者
を
ひ
き
つ
け

る
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

④
―
利
用
の
目
的
（
表
―
２
）

　
　
「
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
」
と
す
る
人
が
六
〇
～

八
〇
％
と
大
半
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
「
教
養
」

　
（
三
〇
～
四
〇
％
）
も
多
く
、
地
区
セ
ン
タ
ー

は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
と
同
様
の
役
割
を
果

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
三
十
代
・
四

十
代
女
性
の
利
用
目
的
は
他
の
年
代
層
と
比
べ

多
方
面
に
分
散
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

加
入
者
の
ほ
う
が
非
加
入
者
よ
り
も
、
「
地
域

の
人
と
の
交
流
」
を
目
的
と
す
る
人
が
多
か
っ

た
。

⑤
―
グ
ル
ー
プ
活
動
（
表
―
３
）

　
利
用
者
の
七
〇
～
八
〇
％
の
人
は
地
区
セ
ン

タ
ー
の
内
外
を
問
わ
ず
何
ら
か
の
グ
ル
ー
プ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
１
)

加
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
市
調
か
の
加
入

率
四
二
％
と
比
較
す
る
と
か
な
り
高
・
率
で
あ

る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
」

を
目
的
と
す
る
も
の
が
多
数
を
占
め
、
そ
の
他
、

「
読
書
会
」
「
町
内
会
」
「
青
少
年
団
体
」
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
が
あ
る
。
両
地
区
セ
ン
タ

ー
の
登
録
団
体
を
大
ま
か
に
分
類
し
て
み
て
も

同
様
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
(
1
)
「
生
活
意
識
と
地
域
社
会
に
関
す
る
訓

　
査
」
横
浜
市
都
市
科
学
研
究
室
切
年
実
施

行
政
、
市
民
相
互
の
情
報
交
換
の
場
と
な
る
べ

き
だ
ろ
う
。

⑥
―
利
用
の
効
果

　
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
す
る
人
々
に
何
ら

か
の
影
響
を
与
え
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
顕
著

な
二
点
を
あ
げ
る
と
、
友
人
知
人
の
数
を
増
加

さ
せ
た
こ
と
と
、
新
た
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を
開

始
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
本
郷
Ｃ
の
平

日
利
用
者
の
四
六
％
は
、
「
グ
ル
ー
プ
活
動
を

始
め
た
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
郷
Ｃ

が
自
主
事
業
を
通
じ
て
グ
ル
ー
フ
結
成
を
呼
び

か
け
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ

を
利
用
に
際
し
て
優
遇
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
の
一

つ
に
違
い
な
い
。

　
他
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で

利
用
者
が
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
は
あ

る
程
度
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
地
域
の
種
々

の
情
報
が
増
え
た
と
思
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
調

査
票
作
成
の
段
階
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
。

情
報
公
開
が
求
め
ら
れ
、
ミ
ニ
コ
ミ
が
興
隆
を

見
せ
て
い
る
現
在
、
地
区
セ
ン
タ
ー
は
市
民
と

へ
の
影
響
も
大
き
く
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
交

通
体
系
等
の
立
地
条
件
を
十
分
考
慮
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

③
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の

利
用
を
主
に
考
え
ら
れ
て
い
て
、
個
人
利
用
者

や
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
加
入
を
希
望
す
る
人
へ
の
配

慮
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
は
、

個
人
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
ロ
ビ
ー
や
図
書
室

の
配
置
や
広
さ
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り

対
応
で
き
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
加
入
の
希
望

者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
自
主
事
業
を
通
じ
て
グ
ル
ー
プ
結
成
の

機
会
を
提
供
す
る
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
や

結
成
呼
び
か
け
等
に
協
力
す
る
と
い
っ
た
き
め

の
細
か
い
配
慮
が
必
要
と
な
ろ
う
。

④
最
近
建
設
さ
れ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
図
書

館
等
の
他
の
施
設
と
建
物
を
共
有
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
複
合
施
設
に
は
長
所
と

短
所
が
あ
る
。
戸
塚
セ
ン
タ
ー
を
例
に
と
る
な

ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
図
書
館
の
利
用
が
地

区
セ
ン
タ
ー
利
用
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、

地
区
セ
ン
タ
ー
の
個
人
利
用
を
促
進
」
た
り
、

相
互
の
施
設
の
Ｐ
Ｒ
効
果
を
持
つ
な
ど
の
長
所

が
あ
る
。
他
方
、
一
階
に
あ
る
図
書
館
の
閉
館

時
間
が
地
区
セ
ン
タ
ー
の
そ
れ
よ
り
早
い
た

め
、
夜
間
に
は
一
階
の
電
気
が
消
え
て
お
り
、

二
階
の
地
区
セ
ン
タ
ー
も
閉
館
し
て
い
る
か
の

感
じ
を
与
え
る
と
い
う
短
所
が
あ
る
。
ま
た
、

閉
館
日
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
今
後
、
複
合
施
設
を
設
置
す
る
際
に
は

　
私
た
ち
は
、
利
用
者
調
査
に
関
連
し
て
内
部

で
意
見
交
換
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
調
査
結

果
、
地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
私
た
ち
が
実
際
に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
た
体
験
を
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
地
区
セ
ン
タ

ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
を
述
べ
る
。

①
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
多
様
な
階
層
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
利
用
者
が
少
な
い
年

齢
川
が
あ
る
も
の
の
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で

お
の
お
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人
で
利
用
し
て
い

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
休
日
は
一
般
男
性
等
の

定
時
制
市
民
の
利
用
者
が
多
く
な
る
。
現
在
地

区
セ
ン
タ
ー
の
主
催
す
る
各
種
催
し
は
平
日
が

多
く
、
休
日
の
こ
れ
ら
の
利
用
者
を
対
象
と
し

た
講
座
等
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
将
来
は
こ

の
点
を
含
め
て
余
暇
時
間
の
増
加
に
対
応
し
、

多
様
な
層
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
運
営
が
要
請

さ
れ
よ
う
。

②
利
用
圏
は
、
交
通
体
系
を
主
と
し
た
立
地
条

件
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
特
に
主
要
駅
周
辺

に
立
地
す
る
と
そ
の
利
用
圏
は
広
域
と
狭
域
の

二
重
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
家

か
ら
の
所
要
時
間
は
三
〇
分
が
限
界
に
な
っ
て

い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者
が
こ
の
中
に
含
ま

れ
る
。
利
用
圏
の
広
狭
は
地
区
セ
ン
タ
ー
運
営

ま
と
め
と
提
言

四
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相
互
の
機
能
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
の
組

み
合
せ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
運
営
・
管
理
の
方
法

が
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
区
セ
ン
タ
ー
の
課
題

　
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
今

後
の
地
区
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え

で
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

①
―
自
主
事
業
の
あ
り
方

　
第
一
の
課
題
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事

業
の
あ
り
方
で
あ
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
個

人
や
グ
ル
ー
プ
に
活
動
の
場
を
提
供
す
る
役
割

を
担
う
ほ
か
、
自
ら
講
座
や
催
し
物
な
ど
の
自

主
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
自
主
事
業
を
契
機
に
し
て
地
区
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
と
な
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
講
座
か
ら

生
ま
れ
育
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
自
主
事
業

は
利
用
者
を
拡
大
し
、
市
民
交
流
を
深
め
る
た

め
に
一
役
か
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
主
事
業
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
設
立
の
目

的
か
ら
す
れ
ば
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
の
場

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
自

主
事
業
は
そ
れ
を
補
助
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
自
主
事
業
は
単
に
補
助
的
と
い

う
位
置
づ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
役
割
を
担

つ
て
い
る
。

　
近
年
の
余
暇
時
間
の
増
大
は
、
市
民
が
地
域

で
余
暇
活
動
を
行
う
機
会
を
増
や
し
、
地
域
に

お
け
る
余
暇
空
間
の
比
重
を
高
め
て
い
る
。
そ

れ
に
関
連
し
て
、
高
学
歴
化
や
高
齢
化
社
会
の

進
行
は
生
涯
教
育
の
必
要
性
を
高
め
、
市
民
の

学
習
欲
求
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
地
区
セ
ン
タ

ー
は
、
市
民
の
日
常
生
活
圏
に
位
置
す
る
も
の

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
生
活
様
式
の
変
化
に
基

づ
く
市
民
の
新
し
い
型
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事
業
は
単
に
利
用

者
を
拡
大
す
る
た
め
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
市
民
の
余
暇
活
動
、
学
習
権
を
地
域
と
い

う
場
で
保
障
し
て
い
く
も
の
と
し
て
積
極
的
に

位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
自
主

事
業
は
、
七
宝
焼
・
料
理
・
囲
碁
教
室
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
の
内

容
は
趣
味
に
関
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
内

容
の
講
座
や
催
し
物
な
ど
で
利
用
者
を
拡
大
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と

ど
ま
ら
ず
、
福
祉
や
街
づ
く
り
と
い
っ
た
現
在

地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
講

座
を
く
み
、
市
民
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
引
き
出

す
企
画
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
う
し
た
試
み

が
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
層
の
利
用
を
促
す

契
機
と
な
り
、
地
域
に
お
け
る
市
民
の
新
し
い

輪
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
主
事
業
を
充
実
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合
、
す
で
に
利
用
し
や
す
い
時
間
帯
は

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
の
地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
を
制
限
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
い
わ
ば
、
自
主
事
業
と
グ
ル

ー
プ
利
用
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
る

と
い
え
る
。
横
浜
市
に
お
い
て
は
、
文
化
施
設

の
整
備
が
た
ち
遅
れ
、
施
設
の
絶
対
数
が
少
な

い
。
ま
た
、
他
都
市
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
地
域

に
お
け
る
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
地
区
セ

ン
タ
ー
は
貸
館
的
役
割
と
社
会
教
育
施
設
的
役

割
の
両
方
を
同
時
に
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
市
民
の
地
域
に
お
け
る
活
動
を
保
障

す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
施
設
数
で
は
足
り
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
施
設
を
増
や
す
こ
と

は
急
務
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
従
来
の
社
会

教
育
の
あ
り
方
の
再
検
討
を
含
め
て
、
体
系
的

な
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
―
運
営
・
管
理
の
あ
り
方

　
第
二
の
課
題
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・

管
理
の
あ
り
方
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う

に
、
現
在
の
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
管
理
は

直
営
方
式
と
地
域
委
託
方
式
に
わ
か
れ
て
い

る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
の
創
設
当
初
は
、
地
域
住

民
自
ら
運
営
・
管
理
す
る
こ
と
が
住
民
自
治
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
地

域
委
託
方
式
を
と
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
現
在
そ
の
理
念
そ
の
も
の
が
あ
い
ま
い

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
直
営
方
式
と

地
域
委
託
方
式
を
分
け
る
基
準
は
、
単
に
複
合

施
設
か
単
独
施
設
か
と
い
う
違
い
で
し
か
な
い

よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
方
式
を
と
る
に
し
ろ
、

現
在
の
運
営
・
管
理
シ
ス
テ
ム
が
抱
え
る
問
題

は
大
き
い
。
そ
れ
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
が
地
域

施
設
と
し
て
、
市
民
と
一
体
に
な
り
き
っ
て
い

な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
利
用
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
よ
る
と
彼
ら
に
と
っ
て
、
直
営
で
あ

る
か
地
域
委
託
で
あ
る
か
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ

て
い
な
い
。
利
用
者
は
、
施
設
の
単
な
る
受
益

者
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地

区
セ
ン
タ
ー
と
利
用
者
さ
ら
に
潜
在
的
利
用
者

を
一
体
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー

の
運
営
・
管
理
に
彼
ら
両
方
の
声
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か

し
現
実
に
は
運
営
す
る
側
と
利
用
者
や
潜
在
的

利
用
者
と
の
間
に
は
距
離
が
あ
る
。
直
営
で
は

運
営
協
議
会
が
、
地
域
委
託
で
は
運
営
委
員
会

が
「
市
民
参
加
」
の
場
と
し
て
設
置
さ
れ
て
は

い
る
か
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
吸
収
す
る

パ
イ
プ
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

　
現
行
の
運
営
・
管
理
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機

能
し
て
い
な
い
原
因
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
運
営
協
議

　
（
委
員
）
会
の
委
員
の
選
出
母
体
の
固
定
化
で

あ
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
を
含
め
、
地
域
に
お
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
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地
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
管
理
の
問
題
は
、

い
わ
ば
、
横
浜
市
の
「
市
民
参
加
」
方
式
の
縮

図
と
い
え
よ
う
。
市
の
「
参
加
」
方
式
が
抱
え

る
問
題
が
そ
の
ま
ま
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
固
定
し
た
「
参
加
」
ル

ー
ト
で
は
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
た
市
民
の
活
力
を
生
か
す
こ

と
も
難
し
い
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

集
団
が
活
動
し
て
い
る
。
地
区
セ
ン
タ
ー
の
運

営
・
管
理
に
多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
は
、
地
域
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
の

代
表
を
委
員
に
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

集
団
の
代
表
の
他
に
、
広
報
な
ど
で
広
く
委
員

を
公
募
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
運
営
・
管
理
へ
の
参
加
方
式
を
狭

く
と
ら
え
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

運
営
協
議
（
委
員
）
会
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の

運
営
方
針
や
事
業
内
容
を
決
定
す
る
重
要
な
機

関
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
が
参
加
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
地
区
セ
ン
タ
ー
機
関
紙
の
編
集
、

利
用
者
懇
談
会
、
ま
た
自
主
事
業
の
企
画
運
営

な
ど
多
様
な
参
加
ル
ー
ト
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
逆
に
運
営

協
議
（
委
員
）
会
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
労
力
的
限
界
か

ら
、
そ
の
対
象
を
地
区
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
限

定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
私
た
ち
が
企
図
し

た
地
区
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め

に
は
、
本
来
な
ら
未
利
用
者
を
も
含
め
た
地
域

調
査
を
あ
わ
せ
て
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

意
味
で
は
不
十
分
な
調
査
と
い
え
る
。
し
か
し

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
実
像

を
多
少
な
り
と
も
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
一
応
の
成
果
で
あ
っ
た
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
の
第
一
号
が
設
置
さ
れ
て
以

来
八
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
地

区
セ
ン
タ
ー
の
実
態
を
把
握
す
る
作
業
が
試
み

ら
れ
て
よ
い
。

　
こ
れ
ま
で
地
区
セ
ン
タ
ー
と
い
う
場
で
、
市

民
と
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
試
行
錯
誤
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
い
わ
ば
″
海
図
な
き
航
海
″

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
や
地
区

セ
ン
タ
ー
と
い
う
も
の
を
原
点
か
ら
問
い
直

し
、
そ
の
め
ざ
す
目
標
を
明
確
に
す
べ
き
時
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
◇

　
本
調
査
を
実
施
す
る
に
際
し
種
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
本
郷
・
戸
塚
両
地
区
セ
ン

タ
ー
、
職
員
研
修
所
、
電
子
計
算
課
の
職
員
の
方

々
、
ま
た
調
査
員
と
し
て
参
加
く
だ
さ
っ
た
方

々
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
の
詳
細
な
報
告
書
が
あ
り
ま

す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

都
市
問
題
を
考
え
る
会

　
大
貫
一
幸
（
財
政
局
財
務
課
）

　
五
島
哲
男
（
企
画
調
整
局
総
合
計
画
課
）

　
大
徳
努
（
戸
塚
区
役
所
市
民
課
）

　
細
川
政
宏
（
民
生
局
失
業
対
策
福
利
課
）

都
市
問
題
研
究
会

　
遠
藤
博
（
保
土
ヶ
谷
区
役
所
戸
籍
課
）

　
小
沢
朗
（
神
奈
川
区
役
所
区
政
推
進
課
）

　
北
内
陽
子
（
戸
塚
区
役
所
区
政
推
進
課
）

　
徳
田
文
男
（
港
北
区
役
所
総
務
課
）

　
橋
田
徹
（
戸
塚
区
役
所
戸
塚
セ
ン
タ
ー
）
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